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◆会場

◆参加費

◆内容
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2006年６月18日（日）午前10 : 00～14 : 00

筒井温泉（音更町オサルシ１番地Tel 46―2301)

大入一名

　　

１，０００円づ入浴、食事、飲物）

子供一名

　　　　

５００円（小学生以下）

当日、生ビールを飲む方は自己負担でお願いします。

午前中 スカッドボール、

パークゴルフ（道具貸し出し無料）、

ボーリング（一回500円、靴代含、自己負担）、

入浴、散歩、雑談、カラオケ（会食会場にて）

12 : 00～14 : 00　会食

◆送迎バス
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宝来、ひびき野

温泉出発

－ = I

－ぷ

肖 ●

　

●

r ; ゝ . ■ . I

－
－

今

季

ぐ一

令

自家用車の方は10 : 40 までに会場へ集合にド失言奏7T∧半ﾉ

車イス用トイレはありませんが、介助ボランティアがいますj∇……………j……‾ニ

申し込み／切

　　

６月］.3日（火）

申し込み先難病連音更支部
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まず､参加することから始めよう

支部長　大久保　龍雄

5月の中旬になってようやく桜の花を見ることができ､気温もぐんぐん上昇してきまし

た｡それにしても､ 3月未の大雪や4月の天候不順など､私たちにとっては体調を維持す

るのに苦労する日々でした｡

会員の皆様にはお変わりなくお過ごしのことと存じます｡日ごろ､音更支部の運営に対

し特段のご支援､ご協力を賜り､心から感謝を申し上げますD　お蔭様にて予定した行事等

●　は滞りなく実施することができました0時に全道集会での野球観戦は大変好評でしたし､

あの集会以降札幌ドームに通う車椅子の方々の姿が目立つようなになったそうです｡

さて､北海道では､肝炎･橋本病が難病対策の医療費助成対象からはずされました｡さ

らには､障害者自立支援法(自立支援医療)の施行､介護保険もまた幾多の課題を抱えな

がら進められています｡私たちは患者･家族にかかる負担を少しでも軽減するために､問

題点を明らかにし､みんなの力を結集して改善のための活動を進めていくことが必要だと

思います｡

今年度の｢患者と家族の全道集会｣は､帯広市で開催されます｡障害者自立支援法につ

いての講演や､分科会での患者･家族の交流など多くの成果が期待されますので､多数の

会員の方々が参加されるよう願っていますD

支部の行事等を計画するに当たっても｢会員一人ひとりの笑顔が見える活動｣を続けて

まいりたいと思いますので､本年度も一層のご協力ご支援をお頗いいたしますo

- ､IT,1
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2005年　度　　活　動　報　告　N｡.1

三三十清新酢=1;i: 鋳�+��+ﾘ+��$版Dﾂ苒�+�ﾚC｢�ﾂx*ｳｨ耳�､坪�な����:?::I:L:1-:1-≒∴.._〟..日,∴1∴:r一一 ��

4月ー 倬ik�ｼx檍ｶ2�事務局にて 的�ﾂ�
支部総会 冦穎ﾈ5(7�5ｨ92�7人 

5月 ��9;倡浦Hｺhｶ8橙�札幌 ���ﾂ�機関紙会議(2回) 倬ik�ｼr�6人 

機関紙発行No.62 �� 

6月 冩�醜橙�木野コミセン 土�ﾂ�

行事会議(花見) 倬ik�ｼr�3人 

花見 豫云ｸ,ﾈ��22人 

作業所運営委員会との勉強会 冦穎ﾈ5(7�5ｨ92�15人 

道東地区協議会 仭ｩр�1ノ 

7月 冩�醜橙�木野コミセン 妬�ﾂﾒ�

町長と懇談 冩��｢�2人 

福祉まつり出店準備作業 倬ik�ｼr�3^ 

福祉まつりinおとふけ参加 ��ﾘﾘyY�85ｨ985��ｲ�12人 

行事会議(全道集会) 倬ik�ｼr�6人 

8月 ���ﾔﾉ]ｸﾉ(�]ｸﾉ(踪ﾚy&ｲ�事務局 �9�ﾂ�全道集会参加1泊2日 倅Ig��14人 

役員会 冦穎ﾈ5(7�5ｨ92�9人 

9月 俚(�盈�;亳9nﾈ､��zﾈ橙�文化センター �)�ﾂ�
役員研修会会場見学と打ち合わせ 倚�H7ｨ6X8ｲ�3人 

患者.家族交流会 冦穎ﾈ5(7�5ｨ92�8人 

作業所運営委員会との勉強会 冦穎ﾈ5(7�5ｨ92�11人⊥ 

10月 ��)��揵Eﾙ¥��ｸ�th,ﾈ橙��9|8ﾗX�檍,ﾈｺi|ﾒ�帯広市総合福祉センター �(6ﾔ｢�役員会 冦穎ﾈ5(7�5ｨ92�7人 

作業所運営委員会との勉強会 冦穎ﾈ5(7�5ｨ92�9人 

機関紙会意 倬ik�ｼr�4人 

11月 �4�8ｨ5�7ﾘ5溢�ﾗ8効醜橦���m｢�木野コミセン 悼�ﾂ�

機関紙発行準備作業 倬ik�ｼr�3人 

機関糸氏No.63発行 �� 

クリスマス実行委員会2回目 �-8.ｨ*�*(ﾏ�zﾈｭ��12人 

クリスマス最終打ち合わせ 倬ik�ｼr�3人 

12月 �4�8ｨ5�7ﾘ5�7��ｸ6X4"�ふれあい≡交流館 ���%訝�
役員会 仄H毎5(7�5ｨ92�8両 
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2005年　度　　活　動　報　告　N｡.2

･1..-Ll.. �� 

1月 冩�醜橙�木野コミセン 土�ﾂ�医療講演会 冦穎ﾈ5(7�5ｨ92�22人 

行事会議(役員研修会) 倬ik�ｼr�3人 

2月 俚(�盈�;亳9�iD靠�zﾈ橙�共栄コミセン �)�ﾂ�

役員会 冦穎ﾈ5(7�5ｨ92�8人 

役員研修会打ち合わせ 倚�H7ｨ6X8ｲ�6人 

役員研修会最終打ち合わせ 冦穎ﾈ5(7�5ｨ92�7人 

道東地区支部役員研修会1泊2日 倚�H7ｨ6X8ｲ�56人 

3月T ��hｬHﾛ��ｸ��k�%99h�(檍ｶ2�札幌 ���ﾂ�

役員会 冦穎ﾈ5(7�5ｨ92�6人 

○　日本難病･疾病団体協蕎会(JPA)国会請願署名　50筆､募金　3,850円

○　募金箱設置場所

･向平健康堂薬局様　　　　　　･十勝勤医協柳町医院様

･帯広徳洲会病院売店様　　　　･ ∫ A木野第2給油所様

･木野温泉様　　　　　　　　　･音更町役場様

○　相談件数

･病院･施設について(4件)　･難病連について(2件)

･医療費について(2件)　　　･介護保険について(1件)

○　会員数　　2006年度4月1日現在107名
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財団法人北海道難病連 

2005年度支部決算報告書 

自　: 2005年　4月　1日

至　:　2006年　3月　31日

支部名　　　　音　更　支　部

辛'.:勲章_誉}_日章誉J- 冰��(��H*ﾉzi��ﾉ�(甁�二㌧頭b盲毎度綿羊 俔��X��ﾓｩ?��｣ｦ偵ﾘﾖﾉu��疫ﾈﾋ貭�

支部運営助成金 涛Rﾃ����92,000 �;�>������ﾈｾ��

市町村補助金 �#s�ﾃ����300,000 �*ﾈ.h.�9iﾈ鈴o�醜ﾊH�99iMH迚YB�

その他の助成金 ��20,000 白�

参加費収入 都�ﾃ����485,400 �Hﾊ唏4�8ｨ5�7ﾘ5蟹o�醜ﾊH�8橙�

寄付金収入 ��50,000 ��ﾉ��vﾊI*ﾂ�

協力会還元金収入 鼎�ﾃ����28,500 �;�>����ｺi|ﾘ橙�

募金箱還元金収入 ���ﾃ����3,239 �;�>����^Xｾ�J��

署名募金還元金収入 ���ﾃ����770 櫨��ﾙ�檠��飲�kﾉ^Xｾ��

販売事業収入 ���ﾃ����3,240 ����ﾈ.��

その他の事業収入 �#"ﾃ����10,460 �(hﾌ9gｹ�ﾂ�

受取利息収入 鉄��4 ��

雑収入 鼎c2�2,051 ��

難病連事業参加助成金収入 田�ﾃ����49,260 冏ｹYH檍ｶ9�ﾂ�

医療講演会助成金収入 ���ﾃ����8,053 ��

2.19募金還元金収入 ��1,200 ��

積立金取崩収入 �� ��

前期繰越金 鉄"ﾃCビ�52,487 �)｢�

収入合計 田S�ﾃ����1,106,664 亦�
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こ1_ゝ 佛ﾉ��ﾜｴﾃﾒﾒﾖﾃｳ､剃謄ｧBw�?�ﾂﾓｳ｢网之ﾂﾘ�B謫｣･�簽､討�燕軸さ華虚無鮭,-Il:: 僮g�(��J丶8蝌鴿Y�+�+�ｳ�7��≒予漉‡率1三三濱立 

会議費 �70,000 鉄Rﾃ��B� 

支部役員会 �30,000 �3�ﾃCSB�交通費､資料､通信 

本部会談費 鼎�ﾃ����23,660 ��9;��ﾘ檄H��k�%99h�(檍ｶ:I{yN��

その他の会嵩費 �� ��

事業費 �494,000 涛SRﾃ#SR� 

地区集会費 �� ��

全道集会 �#��ﾃ����194,510 倅Ig��I�)?ｩ�ﾙ��6�5亥���N��

医療講演会 ���ﾃ����16,106 俎X踪�9~zH栗>�ﾘ4ｸ4ﾉ�9�ﾂ�

検診相談会 �� ��

機関紙一誌費 �3�ﾃ����ll,112 僖�(��Jﾘﾗ2�

研修会 鼎�ﾃ����499,074 �;�8ﾉ&霎io�醜ﾊH�8����N��

レク-交流会費 ��S�ﾃ����162,657 �Hﾊ唏4�8ｨ5�7ﾘ5��ﾂ�

地域部会援助費 �� ��

相談員補助 �� ��

活動費 鉄�ﾃ����60,726 �7ｸ8�986X4(4�]ｸﾊⅸﾏ�,ｩN��ﾂ�

負担金.分担金 免ﾂﾃ����8,000 櫨��ﾙ�檠��為9:��

HSK負担金 �2ﾃ����3,070 ��h蓼顥u云b�

拠出金 �� �;�>����(ｫ8�(耳彿��&9�ﾈｨ�:闔y�ﾈｮ霎�2�

維持運営費 �86,000 田�ﾃsSr� 

事務局費 ���ﾃ����6,000 �6I=�{��

事務消耗品費 �3�ﾃ����22,427 �6x6��ｺH48984��2�

通信費 鼎�ﾃ����33,330 �6I�*I�稲��ﾂ�

交通費 �� ��

資料費 澱ﾃ���� ��

凍せ �� ��

積立金支出 � �� 

予備費 � �� 

支出合計 �650,000 ��ﾃ�s"ﾃ�#b� 

次期繰越金 � �3BﾃS3�� 



財団法人北海道難病連
支部会計監査報告書

財団法人北海道建病連　代表理事　様

1･支部名　音　更　支　部

2. 2005年度　支部決算報告書

上記の件について､厳正なる監査の結果､適正であることを報告いたします｡

耳戴/81年女月4Z日

支部会計監査

氏名恭確璃左㊥〕
朗　荒〉　垂勝　@
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2006年度　活動計画
LJ.､LL､ 唸-GEC･�?�蔘｣�蔟B羌ｳ､ﾇH�����ﾂﾒﾒ粤ｨ�������Bﾒ���v�ⅲ����I-､芋-L:∴ゝl--.,.㌔.こ.-:コ∴-,:rL二一 

･j::琴Iこ..■､L;膏俳j-:-圭... 

4月 倡浦I�ﾘ橙�木野コミセン 

5月 ��9;倡浦Hｺhｶ8橙�札幌 

機関紙発行 ��

6月18日 �*�Hﾊ��筒井温泉 

6月 �;�8ﾉ&霎h迚YHｺhｶ8橙�釧路 

7月23日 兀�8-ﾈ,(.��*�,h-8*��総合福祉センター 

8月5日ー6日 ��c38��fｸ､9;�>�����9;偖x橙�帯広 

10月 俎X�橙��ｩ&ｸ橙�未定 

11月 亢�ｭh鑛Jﾘﾗ2� 

12月3日 ��c�h��4�8ｨ5�7ﾘ5�7��ｸ6X4"�ふれあい交流館 

2月24日.25日 �;�8ﾉ&霎h迚YIo�醜ﾊH�8橙��I�)?｢��厚岸.浜中支部担当 

3月 亅8�"陷i��,ﾈﾏ�zﾈ橙握����笹井ホテル 

会計監査.実務担当者会議 倅Ig��

一
7



財団法人北海道難病連 

2006年度支部会計予算書 

自　:　2006年　4月　1日

至　二　2007年　3月　31日

支部名　　　　　音　更　支　部

十漸言~::塞/::L.,:-T �ｨ蕀{乂y�(/��7亥�7ゅﾒs�罐ﾓ�｢ﾒﾒ�守壷6-華度轟寮章 謄｣｢罐ｨｨ｢ﾒﾃ｣｣｣､ﾄ撞ﾓｨ�ﾖﾈ��ﾈ�Κ��vﾒ�

支部運営助成金 涛"ﾃ����92,000 �;�>������ﾈｾ���

市町村補助金 �3��ﾃ����270,000 �*ﾈ.h.��

その他の助成金 �#�ﾃ���� ��

参加費1投入 鼎コﾃC���80,000 �Hﾊ唏4�8ｨ5�7ﾘ5��ﾉ)｢�

寄付金収入 鉄�ﾃ���� ��

協力会還元金収入 �#づS���40,000 �;�>����ｺi|ﾘ橙�

募金箱還元金収入 �2ﾃ#3��10,000 �;�>����^Xｾ�J��

署名募金還元金収入 都s��10,000 櫨��ﾙ�檠��飲�kﾉ^Xｾ�ﾂ�

販売事業収入 �2ﾃ#C��13,000 ����ﾈ.��ﾆﾂ�

その他の事業収入 ���ﾃCc��30,000 �(hﾌ9gｹ�ﾂ�

受取利息収入 釘� ��

雑収入 �"ﾃ�S��462 ��

難病連事業参加助成金収入 鼎津#c��60,000 ��

医療講演会助成金収入 唐ﾃ�S2�10,000 ��

2_19夢金還元金収入 ��ﾃ#��� ��

積立金取崩収入 �� ��

前期繰越金 鉄"ﾃCビ�.34,538 �"�

収入合計 ��ﾃ��bﾃccB�650,000 亦�

8
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会議費 �55,114 田�ﾃ���� 

支部役員会 �3�ﾃCSB�30,000 ��

本部会蕎費 �#2ﾃcc��30,000 ��

その他の会誌費 �� ��

事業費 �955,255 鼎c�ﾃ���� 

地区集会費 �� ��

全道集会 ��釘ﾃS���80,000 �"ﾃ���苓�紊��ﾂ�8ﾈ5ｨ7h5h8x98�����(,ﾈ-ﾒ��

医療講演会 ��bﾃ��b�20,000 俎X踪�9~y�ﾂ�

検診相談会 �� ��

機関統一諸費 免ﾂﾃ��"�50,000 ���D�(��Jﾘﾗ2�

研修会 鼎湯ﾃ�sB�50,000 佰ｨｭﾓ�I�)?ｩ{yN�����N�(��

レク.交流会費 ��c"ﾃcSr�200,000 �Hﾊ唏4�8ｨ5�7ﾘ5��ﾂ�

地域部会援助費 �� ��

相談員補助 �� ��

活動費 田�ﾃs#b�50,000 �7ｸ8�986X4(4�]ｸﾊⅸﾏ�,ｩN��ﾂ�

負担金-分担金 唐ﾃ����8,000 櫨��ﾙ�檠����

HSK負担金 �2ﾃ�s��3,000 ��h蓼顥u云b�

拠出金 �� �;�>����(ｫ8�"陷i��&9�ﾈｨ�:闔y�ﾈｮ霎�2�

維持運営費 �61,757 ��#津���� 

事務局費 澱ﾃ����30,000 �6Hｴ:H�9yﾙN��ﾂ�

事務消耗品費 �#"ﾃC#r�50,000 �6x6��ｺH48984��ﾂ�

通信費 �32ﾃ33��40,000 �6I�*I�稲��

交通費 �� ��

資料費 ��9,000 ��

雑費 �� ��

積立金支出 � �� 

予備費 � �� 

支出合計 �1,072,126 田S�ﾃ���� 

次期繰越金 �34,538 �� 
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2006年度音更支部役員

支 部 長 大久保 龍雄 ノ，，~ジャ)病友の会

副支部長
荒 重勝 後縦靭帯骨化症友の会

(監査兼務)

事務局長 穀内 さかえ ベーチェット病友の会

J企』 言十 村田 美由紀 潰蕩f生大腸炎・クローン病友の会τr::;;: 

i医Eと1. 査 飛鷹 清広 腎友会(人工透析)

運営委員 宮内 浩子 橋本病友の会

fJ 竹内 淑子 心臓病の子供を守る会(心友会)

fI 児玉 香枝子 小鳩会(ダウン症候群)

J/ 戸崎 陽子 脊髄小脳変性症友の会

11 村中 {- jこ巳とJ、 脊髄小脳変性症友の会

IJ 村中 ノレミ子 脊髄小脳変性症友の会

JI 荒 恵美子 後縦靭帯骨化症友の会

I! 穀内 律雄 ベーチェット病友の会

(財)北海道難病連評議員穀内律雄

事務局

(財)北海道難病連音更支部事務局

音更町
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第33回

難病患者･障害者と家族の全道集会(十勝大会)の案内

○歓迎レセプション

8月5日(土) 18:00-20:00

会　場ホテ/レノースランド帯広2階ノースランドホール

参加費4,500円

○分科会

8月6日(日) 9:00-12:00

会　場十勝プラザ･帯広市民文化ホールほか

○全体集会

雫密二　　二号螺

･,:,,:ミiLrt

:　. :

8月6日(日) 12:30-15:30

会　場帯広市民文化ホール　大ホール
･詳細は近くなりましたら北海道難病連より案内が来ますので､その時にお申し込み下さ

い｡

･参加費補助　音更支部会員､家族で歓迎レセプション参加の方のみ2,000円補助します｡

全道集会(十勝大会)を成功させるため協賛広告.ご寄付のお願い｡

さてこの度､本年8月5日､ 6日帯広市において｢第33回難病患者･障害者と家族の全

道集会｣ (十勝大会)を開催することになりました｡

私どもはこの集会の開催により､難病患者､障害者を取り巻く問題に対する理解を広げ､

医療と福祉の更なる充実､発展を目指しています｡

つきましては､本集会の主旨をご理解いただき､ご配慮とご支援をいただけますようよ

ろしくお願い申し上げます｡

プログラム協賛広告料金について

標準サイズ �#hv���縱(7�8｢�9,000円 ��7��ｸ5s�h5(7ﾒ�

倍サイズ 鉄H7粐��縱(7蕋��15,000円 ��7��ｸ5s�5(7ﾒ�

2分の1サイズ ����v�����CH7粐��50,000円 ��

1ページサイズ �###�ﾒ父�C����100,000円 ��

>　詳しくは事務局-ご連絡下さい｡

>　申し込み〆切　6月30日

且盈



r福祉まつりinおとふけ｣に参加します

主　催　音更町社会福祉協議会

日　時　2006年7月23日(日) 10:00-

会　場　総合福祉センター

音更支部では､当日出店して難病連音更支部を知っていただくことと､運営資金を少しでも

得るために古本他を販売する予定です｡

※古本提供と販売のお手伝いをして下さる方､ご協力をお願いいたします｡

古本～文庫本､小説､趣味の本､子供本等､

>　出版年月が10年以内の本

>　事務局-ご持参下さるか､集荷にも伺いますo

販売お手伝いの方～当日9 : 30会場に集合してくださいo

>　午前中だけ､午後だけ､ 1時間位でもかまいません｡

>　支部事務局-ご連絡くださいD　お待ちしています｡

｢どんぐりの家共同作業所｣はNPO法人-移行します

2001年4月(財)北海道難病連音更支部が設置主体として開設した｢どんぐりの家共

同作業所(音更町東音更酉2線元南中士幌児童会館)｣は､開所より5年が経過しましたo

｢どんぐりの家共同作業所｣は､音更町における障害者及び難病患者を対象とした唯

-の小規模地域共同作業所であり､設立当初より将来的には難病連音更支部より切り密事

すことを念頭に運営してきました｡

また､本年4月から制定された障害者自立支援法で新事業体系に対応しながら地域の

作業所として今後の発展につなげなければならない状況が生じていますQ

この様な状況を踏まえて(財)北海道難病連の承認も得られましたので､音更支部と

して｢どんぐりの家共同作業所｣をNPO法人に移行することを､ 4月12日の音更支部

総会において決議しましたので会員の皆様にご報告いたしますo

且2



特定疾患医療受給者の方へ通院交通費助成を開始します

音更町では､本年4月より特定疾患医療受給者の方が､当該特定疾患の治療のために十勝管外
の医療機関-通院する際の交通費の一部を助成することとしましたのでお知らせします｡

助成の内容については次のとおりとなります｡

○　対象者及び対象となる交通費
･音更町在住で､特定疾患医療受給者証の交付を受けている方が､当該特定疾患の精療のた

めに十勝管外の医療機関に通院する場合の交通費が対象になります｡
･本年4月1日以降の受診に係る交通費から対象となります｡

○　助成額
･算　定　方　法　●　バス･汽車･航空機利用の場合

運賃の実費(身体障害者手帳で割引が可能な場合は割引後の運賃) × 1 / 2

●　自家用車の場合

燃料代相当額として次により算定する額

1往復距離(血1) ×30円×1/2

･月額支給限度額　　3万円

○　申請方法
･交通費の助成を申請する場合､次の書類を役場福祉課に侵出していただくことに奉りますo

(1)　申請書(役場窓口にあります)

(2)　特定疾患医療受給者証の写し

(3)　通院証明書(役場窓口にある様式に必要事項を記載の上､受診している医療

機関で証明を受けてください｡)
･ 3ケ月分をまとめて申請していただき､ご指定の口座に振り込みいたします｡

※　医療機関によっては､通院証明書が有料となる場合があります｡

※　申請を予定されている方は､あらかじめ次の間合せ先までご相談ください｡

○　問合せ先

〒080-01 98

北海道河東郡音更町元町2番地

音更町役場民生部福祉課障害者福祉係

電話　0155-42-2111 (内線526)

FAX 0155-42-5160
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夫の実家を訪ねて

夫の郷里に

　

里帰りしてきました。

春らんまん

　

桜が満開だった。

四国の山の中…

　

のどかな里山の風景。

うぐいすの鳴き声

　

つばめの巣作り

生きてることを

　

実感し

　

自然と一体化する喜び

疲れていた体と

　

心を癒してきました。

10年振りにお会いした

そう言われて悪い気は

背中が丸くなっている

歳には勝てないですね。

親戚が

　

「あんたさあ‥･変わらんなあ」と…

しなかったが

　

皆さんと挨拶を終える頃には

姿に気がつく

それでも

　

気と心は、若くおりたいと

　

そう自分に言い聞かせて

今日も

　

マイペース

　

（た）

編集後記

　

ここのところの天候不順には、お手上げ。五月半ばに雪が降ったり、その後は連続の

夏日。

とても体がついていけません。

　

私事ですが、何十年振りに東京に行ってきました。空港までのタクシー運転手さんの

おかげでお土産話が増えました。周りに心配をかけた旅でしたが、アツという間に終わ

ってしまい、残りは疲れのみかな。

でも行ってきてよかったと思っています。 (と)

■
^

I
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